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 Re-verification on the structure of standard fiscal needs: Evidence from 
Japanese prefectural data 
 
 
Haruaki Hirota and Hideo Yunoue 




  This paper analyze the structure of the standard fiscal needs (SFN) of local 
allocation tax grants in Japanese prefectural data. The previous works on SFN 
reported that the scale effect of SFN (a U shaped per capita SFN curve) are observed 
in Japan. We mainly showed the per capita SFN has the structure of cubic function 
for the population term. The per capita SFN of small and large prefectures increase 























































                                                   























































＜表 1 記述統計＞ 
 
 表 1は推定に使用したデータの記述統計を掲載している。基準財政需要額の平均値は約
3400億円となっており、最小値は約 510億円、最大値は約 1兆 3000億円である。人口の
平均値は約 240万人、最小値は 1975年度の鳥取県の約 59万人、最大値は 2010年度の神
奈川県の約 890万人となっている。 
 





7 http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000000090004&cycode=0  
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ni ,,1=  
)ln( iSFN は一人当たり基準財政需要額の対数，α は定数項， )ln( ipop と
2))(ln( ipop は対
数変換をした人口の一乗項と二乗項， )ln( iarea は対数変換した面積である。 ipop65 は 65
歳以上人口割合、 ipop15 は 15歳未満人口割合、 ipopRC _ は前年度からの人口の増加割
合を示す。 iε は通常の仮定を満たす誤差項である。推定は、1975年度から 2010年度まで







                                                   
＜表 2 クロスセクションデータによる推定結果＞ 
 
 表 2は、クロスセクションデータによる推定結果を示している 9。OLSによる推定では、
各年度とも人口について U字型構造を確認することができた。各年度において人口のパラ






























                                                   

















































ni ,,1= ， 2010,,1975=t  
推定では、前節で使用した説明変数に加えて都道府県ごとの固定効果 ig 、ある時点で全
ての都道府県に共通する要因を表す時間固定効果 tτ を考慮する。 itε は通常の仮定を満たす
誤差項である。 
＜表 3 パネルデータによる推定結果＞ 
 
 表 3 の推定結果(1)には、人口の二乗項までを考慮した分析結果を記載した。まず、
Modified Wald 検定の結果、カイ二乗検定統計量は 1890.21 であり、自由度 46 のカイ 2
乗分布の上側 1%臨界値を超え、誤差項の条件付き分散は均一であるという帰無仮説が棄
却され、分散不均一の可能性が認められた。従って、推定では Heteroskedasticity Robust 
Standard Error を用いた。表 3 の推定結果(1)の説明変数については、統計学的に有意で
ないパラメータが複数確認されたため、赤池情報量規準(Akaike Information Criteria: 
AIC)を用いて選択をおこなった結果である。また、推定では、時間固定効果の必要性を確
認するため、年度ダミーについての Chow検定を実施した結果、自由度(35,45)の F統計量
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2 )ln(ˆ)ln(ˆˆ)ˆln( itpopitpopit poppopNFS ββα ++=    (3) 























2 )ln(ˆ)ln(ˆ)ln(ˆˆ)ˆln( itpopitpopitpopit poppoppopNFS βββα +++=       (4) 
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図 1 一人当たり基準財政需要額の構造 
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表 1 記述統計(1975年度-2010年度) 
 
表 2 クロスセクションデータによる一人当たり基準財政需要額(対数)の推定結果 
 
括弧内の数値は Heteroskedasticity Robust Standard Error である。 ***は 1%，**は 5%，*は 10%での有意水準である。 
変数名 観測数 平均 標準偏差 最小値 最大値
基準財政需要額（千円） 1656 3.36E+08 2.28E+08 5.09E+07 1.33E+09
人口（人） 1656 2401864.00 1964107.00 586906.00 8885458.00
面積（km2） 1656 8137.42 11670.74 1858.00 83520.00
65歳以上人口（人） 1656 350170.20 284904.90 64720.00 1962748.00
15歳未満人口（人） 1656 439765.20 375336.90 76000.00 2170000.00
人口増加割合（%） 1656 0.00 0.01 -0.02 0.04
1975年 1980年 1990年 2000年 2010年
(1) (1) (2) (3) (4)
変数名 OLS OLS OLS OLS OLS
人口(対数) -4.005*** -3.778*** -4.677*** -4.975*** -4.435***
(0.540) (0.519) (0.599) (0.523) (0.475)
人口(対数)2乗 0.128*** 0.119*** 0.149*** 0.158*** 0.142***
(0.019) (0.018) (0.021) (0.018) (0.016)
面積（対数） 0.120*** 0.139*** 0.166*** 0.138*** 0.124***
(0.012) (0.010) (0.010) (0.017) (0.023)
65歳以上人口割合 2.165** 1.300 1.108 1.241** 1.941***
(0.841) (1.034) (0.859) (0.478) (0.644)
15歳未満人口割合 1.918*** 1.012 2.404*** 4.822*** 6.105***
(0.611) (0.788) (0.684) (1.117) (1.546)
人口増加割合 -8.456*** -6.675*** -11.029*** -16.701*** -15.592***
(1.634) (1.592) (2.314) (4.471) (4.785)
定数項 33.478*** 32.741*** 39.600*** 41.923*** 37.320***
(3.874) (3.744) (4.243) (3.799) (3.448)
観測数 46 46 46 46 46
R-squared 0.952 0.96 0.975 0.983 0.975
人口規模 627万人 783万人 654万人 687万人 605万人
16 
 
表 3 パネルデータによる一人当たり基準財政需要額(対数)の推定結果(1975年度‐2010年度) 
 
FEは固定効果推定、REは変量効果推定、Pooled OLSはパネルデータを用いた最小二乗法による推定の結果を示している。AICと対数尤度は FEによるものであ
る。括弧内の数値は Heteroskedasticity Robust Standard Error である。Breusch-Pagan検定と Hausman検定の数値はカイ 2乗検定統計量(自由度)を示してい
る。***は 1%，**は 5%，*は 10%での有意水準である。 
(4) (5)
説明変数






人口(対数) 1.889* 1.247 -1.955*** 48.863* 23.882 32.935*** 50.182** 27.097 21.590*** 人口(対数) 1次式 50.131** 25.060**
(0.974) (0.783) (0.115) (25.695) (17.065) (3.020) (23.737) (17.186) (2.999) (23.744) (11.867)
人口(対数)2乗 -0.071** -0.051* 0.058*** -3.287* -1.672 -2.422*** -3.374** -1.881 -1.628*** 人口(対数) 2次式 -2.247** -0.814**
(0.032) (0.026) (0.004) (1.728) (1.155) (0.208) (1.597) (1.161) (0.207) (1.065) (0.386)
人口(対数)3乗 0.073* 0.038 0.059*** 0.075** 0.043 0.040*** 人口(対数) 3次式 0.030** 0.009**
(0.039) (0.026) (0.005) (0.036) (0.026) (0.005) (0.014) (0.004)
面積（対数） 0.063 0.123*** 0.158*** -116.699** -1.128 -2.612*** 面積（対数） -116.700** -116.703**
(0.115) (0.029) (0.003) (44.435) (3.490) (0.522) (44.431) (44.432)
面積（対数）2乗 13.671** 0.101 0.283*** 面積（対数）2乗 13.671** 13.672**
(5.137) (0.374) (0.056) (5.136) (5.136)
面積（対数）3乗 -0.532*** -0.002 -0.009*** 面積（対数）3乗 -0.532*** -0.532***
(0.198) (0.013) (0.002) (0.198) (0.198)
65歳以上人口割合 1.753*** 1.539*** 4.077*** 1.441*** 0.948** 2.591*** 1.549*** 0.982** 2.593*** 65歳以上人口割合 1.549*** 1.549***
(0.512) (0.427) (0.190) (0.452) (0.419) (0.137) (0.442) (0.398) (0.137) (0.442) (0.442)
15歳以上人口割合 1.022*** 1.153*** 2.345*** 0.960*** 1.070*** 2.025*** 15歳以上人口割合 0.960*** 0.959***
(0.365) (0.375) (0.143) (0.347) (0.381) (0.133) (0.347) (0.347)
定数項 -8.509 -3.344 19.718*** -222.649* -86.481 -151.173*** 87.519 -120.961 -81.853*** 定数項 86.656 86.196
(7.446) (5.793) (0.813) (117.471) (77.245) (15.052) (188.394) (86.971) (15.093) (188.836) (188.915)
観測数 1,656 1,656 1,656 1,656 1,656 1,656 1,656 1,656 1,656 観測数 1,656 1,656
時間効果 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes 時間効果 Yes Yes
AIC AIC -7395.05 -7397.053
対数尤度 対数尤度 3741.525 3741.526
Breusch-Pagan検定 Breusch-Pagan検定 11706.09(1)*** 11706.17(1)***
Hausman検定 Hausman検定 140.91(6)*** 140.76(6)***
R-squared 0.995 0.958 0.996 0.986 0.996 0.987 R-squared 0.996 0.996
16422.14(1)***
119.73(39)***
(1)
3666.35 3717.573
-7353.146 -7397.124-7254.7
(2) (3)
11706.24(1)***
141.17(6)***
3741.562
 12002.89(1)***
4.79(39)
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